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撮影：田中一郎

■選定理由：県内の繁殖例が顕著に減少している。
■形態と生態：全長30cm内外，足と口ばしは赤く，体色は
濃青色。夏鳥として5月頃から落葉広葉樹や針葉樹の林や
山間部の樹林の多い集落にすみ，木や電柱の穴で繁殖す
る。ゲッゲッと鳴き，餌は大型の昆虫。1970年代までは県
内各地で確認されていたが，現在は八東町など数例の繁殖
しか確認されていない。繁殖に利用していた大きな樹洞や
木製の電柱がなくなったためと思われる。
■分布(県内)：観察例は数例あるが，現在繁殖が確認され
ているのは八東町と日南町のみである。
■分布(県外)：本州，四国，九州，極東ロシア，朝鮮半島，

中国東北部，オーストラリア東海岸で繁殖。東南アジア等
で越冬。
■生息環境：山間部の落葉広葉樹林，常緑広葉樹林，スギ
林など。
■保護上の留意点：樹洞のある大木や木製の電柱がなく
なったために減少したと考えられる。巣箱の設置は有効。

■文献：

細谷賢明（1993）ブッポウソウ. pp. 52-53. In: 鳥取県のすぐれた

自然(動物).

執筆者：土居克夫
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雌 / 撮影：栗原築波

■選定理由：個体数が少ない。営巣木となる大木が少なく
なったことも減少した原因と考えられる。
■形態と生態：全長28cm程度，胸に黒色の縦班があり雄の
頭上は赤色。上尾筒は白色。山地に留鳥として生息する。
餌は樹皮下にすむ甲虫目の幼虫。キョッ，キョッと鳴く。
県内では標高約700ｍ以上の山地のブナ・ミズナラなどの自
然林に生息する。鳴き声とドラミングのみでは同所的にす
むアカゲラとの見分けが困難なこともあって，記録は少な
く，繁殖状況に関する資料が非常に乏しい。
■分布(県内)：八東町，若桜町，智頭町，用瀬町，佐治村，

三朝町，東伯町，大山町，岸本町，西伯町。
■分布(県外)：奄美大島から北海道まで生息し，繁殖する
（留鳥）。国外では台湾，朝鮮半島，ロシアカムチャツカ，
沿海州，シベリア南部からフィンランド付近まで生息（留
鳥）。
■生息環境：山地の落葉広葉樹林や針広混交林。
■保護上の留意点：営巣木となる大木の保護が重要。山地
に残された自然林の保護とともに，奥山の造林不成績地の
自然林への再生が望まれる。生息実態調査が必要。

執筆者：土居克夫

　ブッポウソウ　ブッポウソウ目ブッポウソウ科
　Eurystomus orientalis (Linnaeus, 1766)

鳥取県：絶滅危惧 I 類(CR+EN)

環境省：絶滅危惧 I I 類(VU)

　オオアカゲラ　キツツキ目キツツキ科
　Dendrocopos leucotos (Bechstein, 1803)

鳥取県：準絶滅危惧(NT)

環境省：－




